
ごねんめ　いりあい　はる

「5年目の五里合の春」
はん　みそん　おがし

韓　美善（男鹿市）

わたし　はんみそん　もう　　　　かんこく

みなさん、こんにちは。私は韓美善と申します。韓国の

そ　う　る　　　　き　　　　　　　お　が　し　　いりあい　　　よめ　　き　　ごねんめ

ソウルから来ました。男鹿市の五里合にお嫁に来て5年目にな

ります。

しゆじん　　　てがみ　ぶんつうあいて　　　　　し　　あ　　　　　　　わたし　かんこく

主人とは手紙の文通相手として知り合いました。私は韓国

そ　う　る　　す　　　　　　　　　　あきた　　そ　う　る　　　　　　とかい　　　おも

のソウルに住んでいたので、秋田もソウルみたいな都会だと思っていました。ところが、

妄執こお諺に美てみたら、妾の窟りは卓識ナと晶んぼだけで、窟ぶところはなく、ろ与え

ぜんぜんちが

と全然違っていたのでびっくりしました。

ともだち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆじん　　かあ　　　　しごと　　で　　　　　　　いえ　なか

友達もなかなかできなかったので、主人とお母さんが仕事に出かけると、家の中は

ふたり　　　　　　　　　　かいわ　　　　　　　　　　とき

おばあちやんと二人だけになってしまい、あまり会話もありませんでした。そんな時、

わたし　み　　　　かいわ　あいて　か　らす　　　　かんこく　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　か　らす

私が見つけた会話の相手はカラスです。韓国ではあまり見ることのなかったカラスを

まぢか　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ら　す　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし

間近で見ることができたのです。カラスはよ－く見るととてもかわいいです。私は

からす　　む　　　　　　が－が－　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　　　　　　　　　　　きょう

カラスに向かって、「ガーガー、あんたはさびしくない？私はさびしいよ、でも今日も

こえ　　　　　　　　　　　か　ら　す　　へんじ　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ら　す

がんばろうね。」と、声をかけました。カラスは返事はしてくれないけれど、カラスと

まいにちたの　　　　　　　　　　　　　　　　　さいきん　　こそだ　いそが　　　　か　ら　す　　　はなし

のあいさつは毎日楽しみになりました。だけど最近は子育に忙しく、カラスとお話

することもなくなりました。

おととし　　　おが　し　がいこくじんむ　　　にほんご　おし　　　　　　　きょうしつ　ひら

そして、一昨年から男鹿市に外国人向けに日本語を教えてくれる教室が開かれまし

わたし　　　　　すこ　　　　　　　　　　にほんご

た。私はひらがなは少しだけわかっていますが、日本語をおぼえることができる

ち　や　んす　　　　みな　がいこくじん　　　　　　わたし　にほんごきょうしつ　さんか

チャンスだし、皆、外国人なので、私も日本語教室に参加しました。


